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長
英
逃
亡
と
和
算
家

山
口
正
義

一
、
は
じ
め
に

「
事
実
は
小
説
よ
り
も
奇
な
り
」
と
い
い
ま
す
が
、
天
保
十
年(

一
八
三
九)

の
蛮
社
の
獄
で
永
牢
と
な
り
、
牢
屋
敷
の
火
災

に
乗
じ
て
脱
獄
、
六
年
余
り
に
わ
た
り
幕
吏
の
追
求
を
逃
れ
て
逃
亡
し
た
当
代
随
一
の
蘭
学
者
高
野
長
英(

一
八
〇
四
～
五
〇)

の
生
涯
は
、
ま
さ
に
波
乱
に
富
ん
だ
「
小
説
よ
り
も
奇
な
り
」
で
し
た
。

こ
の
長
英
逃
亡
を
裏
で
助
け
た
内
田
弥
太
郎
（
五
観
）
は
、
和
算
の
歴
史
の
最
後
を
飾
る
大
物
で
し
た
。
内
田
は
「
伊
賀
の

者
」
と
い
わ
れ
る
家
系
の
下
級
幕
臣
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
長
英
逃
亡
と
と
も
に
謎
め
い
た
印
象
を
与
え
て
い
ま
す
。
長
英
逃

亡
を
調
べ
る
と
、
内
田
に
と
っ
て
は
敵
方
に
属
す
人
物
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
人
が
門
人
で
あ
っ
た
り
し
て
、
意
外
な
人
間

関
係
に
歴
史
は
一
面
的
で
は
な
い
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
嘉
永
三
年(

一
八
五
〇)

十
月
三
十
日
、
長
英
が
幕
吏
に
襲
わ
れ
悲
劇
的
な
最
期
を
迎
え
た
あ
と
、
内
田
の
甥
の
宮

城
信
四
郎
は
長
英
に
住
居
を
世
話
し
た
罪
で
遠
島
の
処
分
を
受
け
ま
す
が
、
内
田
に
対
す
る
処
罰
は
何
故
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
長
英
死
亡
後
、
内
田
は
明
治
十
五
年
に
亡
く
な
る
ま
で
、
太
陽
暦
改
暦
な
ど
の
公
的
な
役
職
を
経
験
し
て
い
ま
す
が
寡
黙

で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
長
英
と
の
関
わ
り
が
大
き
く
影
響
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

二
、
蛮
社
の
獄
の
概
略

蛮
社
の
獄
と
は
天
保
十
年
に
起
き
た
政
治
疑
獄
事
件
で
、
目
付
鳥
居
耀
蔵
の
告
発
に
よ
り
渡
辺
崋
山
・
高
野
長
英
・
小
関
三

英
ら
西
洋
事
情
研
究
者
の
仲
間
「
蛮
学
社
中
」
が
弾
圧
さ
れ
ま
し
た
。
幕
府
儒
官
林
述
斎
の
次
男
で
あ
る
鳥
居
は
、
幕
臣
が
崋

山
ら
の
も
と
に
出
入
り
す
る
こ
と
に
危
機
感
を
覚
え
、
江
戸
湾
岸
の
巡
見
を
終
え
た
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
が
崋
山
に
復
命
書

の
別
冊
と
し
て
西
洋
事
情
書
の
執
筆
を
依
頼
し
た
こ
と
を
探
知
し
ま
す
。
同
書
の
上
呈
を
阻
止
す
る
た
め
配
下
の
小
人
目
付
小

笠
原
貢
蔵
に
探
索
を
命
じ
、
小
笠
原
の
報
告
に
脚
色
を
加
え
老
中
水
野
忠
邦
に
上
申
。
崋
山
と
長
英
は
逮
捕
さ
れ
、
押
収
さ
れ

た
「
慎
機
論
」
等
に
よ
っ
て
崋
山
は
国
元
蟄
居
、
長
英
は
「
戊
戌
夢
物
語
」
著
述
に
よ
り
永
牢
、
三
英
は
逮
捕
前
に
自
殺
し
ま

ぼ
じ
ゅ
つ

し
た
。
長
英
の
「
蛮
社
遭
厄
小
記
」
は
天
保
十
二
年
春
に
獄
中
で
蛮
社
の
獄
の
経
緯
を
書
い
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
中
に
、「
瑞
皐

そ
う
や
く

ず
い
こ
う

（
長
英
の
号
）
の
門
人
に
、
御
家
人
明
屋
敷
番
伊
賀
の
者
内
田
弥
太
郎
・
増
上
寺
御
霊
屋
領
代
官
奥
村
喜
三
郎
と
て
、
天
算
数

学
に
通
じ
け
る
者
」
と
あ
り
ま
す
。
内
田
、
奥
村
の
幕
政
で
の
立
場
を
示
し
て
い
ま
す
。

三
、
長
英
逃
亡
の
概
略

長
英
が
牢
屋
敷
の
火
災
（
非
人
栄
蔵
に
放
火
さ
せ
た
と
い
う
有
力
説
が
あ
り
ま
す
）
に
乗
じ
て
脱
獄
し
た
の
は
弘
化
元
年(

一

八
四
四)

六
月
三
十
日
の
こ
と
で
あ
り
、
入
牢
し
て
か
ら
五
年
後
で
す
。

長
英
の
逃
亡
ル
ー
ト
は
必
ず
し
も
明
確
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、『
評
伝
高
野
長
英
』（
鶴
見
著
）
な
ど
に
よ
る
と
概
略
次
の

よ
う
な
も
の
で
す
。

獄
舎
が
火
災
に
な
る
と
人
命
を
守
る
た
め
囚
人
の
「
切
は
な
し
」
が
行
わ
れ
、
三
日
以
内
に
牢
屋
敷
に
戻
れ
ば
罪
一
等
が
減

じ
ら
れ
、
戻
ら
な
け
れ
ば
脱
獄
犯
と
な
る
慣
例
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
三
日
間
に
長
英
は
、
大
槻
俊
斎
（
蘭
学
者
）、
加
藤
宗
俊(

漢
方
医)

ら
を
訪
ね
、
恐
ら
く
内
田
と
も
会
っ
て
相
談
し
て
い

る
こ
と
だ
ろ
う
。
三
日
を
過
ぎ
る
と
長
英
は
脱
獄
犯
の
逃
亡
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
板
橋
の
門
人
宅
や
そ
の
実
兄
（
高
野
隆
仙
）

の
浦
和
の
家
な
ど
に
潜
伏
し
な
が
ら
上
州
に
入
り
ま
す
。

長英逃亡と和算家
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長
英
は
江
戸
で
開
塾
以
来
上
州
出
身
の
知
人
が
多
い
。
柳
田
鼎
蔵
・
福
田
宗
禎
・
高
橋
景
作
な
ど
で
、
そ
の
関
係
者
を
頼
っ

て
上
州
中
之
条
で
一
年
以
上
過
ご
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
直
江
津
に
出
て
、
和
算
家
小
林
惟
孝(

百
哺)

を
訪
ね
て
い
ま
す
。
百
哺
は
長
英
の
門
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
内
田
の

門
人
で
あ
り
、
事
前
に
内
田
か
ら
話
を
聞
い
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

弘
化
二
年
の
末
頃
に
は
郷
里
の
水
沢
に
行
き
母
に
会
い
、
仙
台
、
福
島
、
米
沢
を
経
由
し
て
江
戸
に
戻
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す

が
詳
細
な
逃
亡
ル
ー
ト
な
ど
は
不
明
で
す
。

弘
化
三
年
晩
春
に
江
戸
に
戻
っ
た
長
英
は
麻
布
藪
下
に
妻
子
と
と
も
に
住
み
ま
す
。
一
時
、
相
模
足
柄
に
も
住
み
、
内
田
か

ら
依
頼
さ
れ
た
天
文
の
翻
訳
書
「
星
学
略
記
」
を
著
し
て
い
ま
す
。
弘
化
四
年
晩
春
に
江
戸
に
戻
る
と
妻
子
と
暮
ら
し
た
り
、

内
田
の
家
に
隠
れ
た
り
し
て
、「
知
彼
一
助
」
と
い
う
国
防
上
の
論
文
を
著
し
て
い
ま
す
。

嘉
永
元
年(

一
八
四
八)

四
月
二
日
、
長
英
は
四
国
の
宇
和
島
に
着
く
。
こ
の
宇
和
島
行
き
は
宇
和
島
藩
主
伊
達
宗
城
の
意
を

む
ね
な
り

汲
ん
だ
家
臣
松
根
図
書
と
内
田
弥
太
郎
と
の
協
議
で
決
め
ら
れ
、
長
英
も
内
田
の
家
で
図
書
と
会
っ
て
の
こ
と
で
し
た
。
宇
和

島
で
は
家
老
桜
田
数
馬
の
別
荘
に
住
み
、
伊
東
瑞
渓
と
変
名
し
て
藩
士
に
蘭
学
を
教
え
た
り
翻
訳
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

嘉
永
二
年
三
月
、
宇
和
島
藩
江
戸
屋
敷
か
ら
長
英
が
宇
和
島
に
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
幕
府
に
知
ら
れ
た
旨
の
飛
脚
が
届
き
、

長
英
は
宇
和
島
を
去
り
ま
す
。

そ
の
後
八
月
に
再
び
江
戸
に
戻
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
と
き
顔
を
焼
い
て
人
相
を
変
え
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
江

戸
に
戻
っ
た
長
英
は
医
師
沢
三
伯
と
変
名
し
て
青
山
百
人
町
に
住
み
ま
す
。
こ
の
時
内
田
は
、
甥
（
実
兄
の
子
）
の
宮
城
信
四

郎
に
住
居
を
世
話
さ
せ
て
い
ま
す
。

嘉
永
三
年
三
月
頃
に
は
危
険
を
感
じ
て
一
時
、
下
総
の
花
香
恭
法
の
も
と
に
身
を
寄
せ
ま
す
。
恭
法
は
長
英
の
門
人
で
す
が
、

そ
の
父
親
安
精
は
内
田
の
門
人
（
藤
田
嘉
言
の
門
人
で
も
）
で
し
た
。

そ
し
て
十
月
三
十
日
夜
、
青
山
百
人
町
の
家
を
捕
方
に
襲
わ
れ
悲
劇
的
な
最
後
（
自

害
し
た
と
も
撲
殺
さ
れ
た
と
も
）
を
遂
げ
ま
す
。
時
に
四
十
七
歳
で
し
た
。

こ
の
逃
亡
劇
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
長
英
逃
亡
で
内
田
の
果
た
し
た
役
割
は
極
め
て

大
き
い
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
長
英
は
獄
中
や
逃
亡
中
に
も
妻
子
に
生
活
費
を
送
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
送
金
は
内
田
を
介
し
て
送
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

内
田
は
長
英
の
入
獄
か
ら
脱
獄
を
へ
て
死
に
至
る
ま
で
の
十
一
年
間
、
長
英
の
世
話
を

し
て
い
ま
す
。
ま
る
で
「
明
屋
敷
番
伊
賀
の
者
」
の
力
を
逃
亡
劇
に
発
揮
し
て
捕
縛
側

の
情
報
を
利
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
わ
れ
ま
す
。

十
二
月
の
幕
府
の
長
英
と
内
田
の
甥
に
対
す
る
判
決
に
は
、「
高
野
長
英
御
裁
許
書

嘉
永
三
年
十
二
月
二
十
一
日
落
着

百
人
頭
牧
野
兵
庫
組
同
心
小
島
助
次
郎
地
面
内
ニ
忍
ヒ
罷
在
候
存
命
ニ
候
ハ
ヽ
死
罪

高
野
長
英

遠
嶋

宮
城
信
四
郎
」
と
あ
り
ま
す
。
長
英
に
対
し
て
は
改
め
て
存
命
な
ら
死
罪
と
し
、
宮
城
信
四
郎
は
遠
島
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
内
田
の
実
家
は
断
絶
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
内
田
に
対
す
る
処
罰
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
（「
閉

門
百
日
」
と
書
い
て
あ
る
資
料
も
あ
り
ま
す
が
出
典
は
不
明
）。

四
、
内
田
弥
太
郎
の
こ
と

こ
こ
で
改
め
て
内
田
弥
太
郎(

一
八
〇
五
～
八
二)

に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
内
田
の
和
算
に
関
す
る
実
績
に
つ
い
て
は
『
明
治

前
日
本
数
学
史

第
五
巻
』
な
ど
に
詳
し
い
で
す
が
、
内
田
の
能
力
は
天
文
・
地
理
・
測
量
・
航
海
・
蘭
学
な
ど
に
及
び
、
単

な
る
和
算
家
で
は
括
れ
な
い
人
物
で
す
。
し
か
し
、
長
英
逃
亡
中
や
長
英
死
亡
後
に
何
を
感
じ
て
生
き
た
か
の
資
料
は
少
な
い

く
く

よ
う
で
す
。
ネ
ッ
ト
で
探
し
て
も
こ
の
大
物
人
物
の
記
事
は
驚
く
ほ
ど
少
な
い
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
逆
に
長
英
と
の
関
わ
り

が
深
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

内
田
弥
太
郎
は
幕
臣
宮
城
弥
一
郎
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
す
。
初
め
恭
と
い
い
、
の
ち
観
ま
た
は
五
観
。
字
は
思
敬
、
観

齋
と
号
し
、
宇
宙
堂
と
も
。
十
一
歳
で
日
下
誠
の
門
に
入
り
ま
す
。
こ
の
塾
は
高
等
数
学
専
門
で
塵
劫
記
を
教
え
ら
れ
る
位
で

く

さ

か

長英終焉の地（青山・善光寺）
（2014年8月）
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な
い
と
入
門
は
で
き
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
十
六
歳
の
時
に
大
宮
氷
川
神
社
に
楕
円
の
部
分
周
長
を
求
め
る
算
額
を
奉

納
（
『
古
今
算
鑑
』）
し
て
い
ま
す
。
今
の
理
系
大
学
生
レ
ベ
ル
の
問
題
で
す
。
ま
た
師
の
日
下
は
十
六
歳
の
内
田
に
関
流
宗
統

を
継
が
せ
よ
う
と
し
ま
す
が
、
こ
の
時
は
固
辞
さ
れ
ま
す
。
十
八
歳
の
と
き
に
関
流
宗
統
を
引
継
ぎ
、
瑪
得
瑪
第
加(

マ
テ
マ
チ

カ
＝
数
学)
塾
を
開
い
て
い
ま
す
。

日
下
は
『
古
今
算
鑑
』
の
跋
で
、「
余
が
門
人
内
田
思
敬
は
頴
悟
精
敏
、
衆
技
に
通
暁
し
、
あ
る
い
は
礼
楽
に
あ
る
い
は
経
史

に
議
論
し
て
今
古
を
論
拠
し
、（
略
）
ま
た
そ
の
天
文
暦
術
の
詳
し
き
、
こ
れ
を
掌
上
に
示
す
が
ご
と
き
な
り
。
初
め
て
数
を
我

に
学
ぶ
と
き
、
年
甫
十
一
、
儕
輩
中
、
嶄
然
、
す
で
に
し
て
頭
角
を
あ
ら
わ
し
、
い
ま
だ
弱
冠
に
し
て
そ
の
隠
微
を
き
わ
め
、

せ
い
は
い

遺
す
と
こ
ろ
あ
る
こ
と
な
し
。
弟
子
の
多
く
は
こ
れ
を
慕
い
、
余
も
ま
た
才
子
の
門
を
出
づ
を
よ
ろ
こ
ぶ
。
つ
い
に
関
氏
宗
統

の
訣
を
も
っ
て
、
こ
と
ご
と
く
こ
れ
に
附
属
し
す
。
韓
子

曰
く
、
弟
子
は
必
ず
し
も
師
に
し
か
ず
ん
ば
あ
ら
ず
、
師
は
必
ず
し

も
弟
子
よ
り
賢
ら
ず
。
余
、
思
敬
に
し
て
こ
れ
を
知
る
」（
出
典
は
島
野
達
雄
氏
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
と
内
田
を
誉
め
て
い
ま
す
。

ま
さ

二
十
二
歳
の
時
、
内
田
家
の
家
督
を
継
ぎ
ま
す
。
こ
の
内
田
家
は
既
述
の
よ
う
に
明
屋
敷
番
伊
賀
の
者
で
す
。
二
十
三
歳
の

時
に
同
門
の
和
田
寧
に
つ
い
て
円
理
豁
術
（
多
重
積
分
）
の
伝
を
受
け
、
こ
れ
を
発
展
さ
せ
て
多
く
の
門
人
に
伝
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
二
十
七
歳
の
時
に
蘭
学
を
学
ぶ
為
に
長
英
に
入
門
し
、
二
十
八
歳
の
時
に
『
古
今
算
鑑
』
を
著
し
、
三
十
歳
の
時

に
「
日
本
高
山
直
立
一
覧
」
を
著
し
て
富
士
山
の
高
さ
を34

75
.7

ｍ
と
し
て
い
ま
す
。
三
十
二
歳
の
時
に
長
英
の
「
救
荒
二
物

考
」
の
跋
文
を
書
き
、
三
十
五
歳
の
時
に
は
蛮
社
の
獄
に
関
連
す
る
江
戸
湾
測
量
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、
鳥
居
耀
蔵
の

告
発
状
に
は
内
田
弥
太
郎
や
奥
村
喜
三
郎
の
名
が
あ
り
ま
す
が
責
任
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

内
田
の
著
書
に
は
『
古
今
算
鑑
』
や
『
円
理
闡
微
表
』
五
巻
（
円
理
の
計
算
に
必
要
な
積
分
表
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
内

田
五
観
閲
と
し
て
弟
子
の
名
前
で
出
版
し
た
も
の
も
多
い
よ
う
で
す
。

内
田
は
早
熟
の
天
才
で
あ
っ
た
が
独
創
的
な
研
究
は
少
な
か
っ
た
と
の
評
も
あ
り
ま
す
。
が
、
弟
子
を
養
う
点
で
は
優
れ
て

い
ま
し
た
。
門
人
は
数
百
人
に
及
ぶ
と
い
い
、
川
北
朝
鄰
、
志
野
知
卿
、
剣
持
章
行
、
法
道
寺
善
な
ど
が
い
ま
す
。
川
越
藩
士

と
も
ち
か

の
手
島
喜
次
郎
清
春
（『
演
段
参
伍
解
』
を
著
す
）、
宮
沢
熊
五
郎
一
利
も
内
田
の
門
人
で
し
た
。

内
田
は
事
件
の
の
ち
幕
府
の
職
を
辞
し
、
麻
布
で
弟
子
に
詳
証
学(

数
学)

を
教
え
て
い
た
と
い
い
い
ま
す
が
、
こ
の
後
は
二
、

三
の
和
算
書
は
あ
る
も
の
の
、
明
治
に
な
る
ま
で
学
術
に
関
す
る
主
だ
っ
た
も
の
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

明
治
二
年
に
陰
陽
寮
が
廃
止
さ
れ
て
大
学
校
天
文
暦
道
局
が
設
置
さ
れ
る
と
、
天
文
暦
道
御
用
掛
に
任
じ
ら
れ
星
学
局
督
務

な
ど
を
務
め
、
太
陽
暦
改
暦
作
業
の
中
心
的
存
在
で
し
た
。
後
に
内
務
省
で
度
量

衡
の
統
一
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
東
京
学
士
会
院(

後
の
日
本
学
士
院)

の
創
立
時

の
会
員
で
も
あ
り
ま
す
。

内
田
の
資
料
に
つ
い
て
は
『
高
野
長
英
傳
』（
高
野
長
運
著
）
に
は
、「
長
英
は

内
田
弥
太
郎
の
家
に
潜
伏
し
た
る
こ
と
あ
っ
て
、(

内
田
は)

長
英
の
筆
に
成
れ
る

も
の
の
多
く
を
蔵
し
て
居
た
が
、
其
の
死
に
臨
ん
で
他
事
と
共
に
此
の
長
英
筆
の

も
の
の
始
末
を
門
人
の
河
北
朝
鄰
氏
に
依
頼
し
、
河
北
氏
は
後
年
其
の
多
く
を
著

者(

長
運)

の
許
へ
返
還
さ
れ
た
」
と
あ
り
ま
す
。
返
還
さ
れ
た
も
の
に
は
前
出
の

「
星
学
略
記
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、『
高
野
長
英
傳
』
を
見
て
も
長
英
逃
亡
と
内

田
を
関
連
付
け
る
も
の
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
長
英
か
ら
の
書
状
や
関
係
書
類
な

ど
が
残
っ
て
い
な
い
の
は
身
の
安
全
上
か
ら
処
分
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。

ま
た
内
田
の
和
算
関
係
の
蔵
書
は
焼
失
し
て
い
ま
す
。『
増
修
日
本
数
学
史
』
の
明
治
元
年
の
項
に
は
「
内
田
五
観
、
江
戸
市

中
の
兵
火
を
避
け
ん
が
為
に
、
蔵
書
数
百
巻
を
下
総
五
井
駅
に
移
せ
り
。
会
々
近
隣
に
火
あ
り
。
蔵
書
悉
く
焼
亡
す
」、「
嗚
呼
、

た
ま
た
ま

天

奚

ぞ
数
学
書
に
災
す
る
か
く
の
如
く
甚
だ
し
き
や
」
と
あ
り
ま
す
。
何
と
も
残
念
な
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
も

い
ず
く
ん

内
田
の
心
に
大
き
な
影
を
落
と
し
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
寡
黙
に
な
る
一
因
だ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

五
、
そ
の
他
の
和
算
家
（
一
）

内田弥太郎の住居（矢印、肥前福
江藩五嶋近江守の隣、現在の港区六

本木５丁目）（東都麻布之絵図 文久
元年）

長英逃亡と和算家
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奥
村
喜
三
郎
は
名
は
増
貤
、
字
は
伯
保
、
号
は
城
山
。
暦
算
家
・
測
量
家
で
も
あ
り

ま
す
の
ぶ

ま
す
。
既
述
の
よ
う
に
長
英
の
「
蛮
社
遭
厄
小
記
」
に
は
、「
増
上
寺
御
霊
屋
領
代
官
奥

村
喜
三
郎
と
て
天
算
数
学
に
通
じ
け
る
者
」
と
あ
り
ま
す
。
蘭
学
を
長
英
に
、
和
算
を

丸
山
良
玄
・
本
多
利
明
に
、
測
量
を
伊
能
忠
敬
に
学
ぶ
。

天
保
九
年
十
月
五
日
の
尚
歯
会
の
例
会
に
、
内
田
と
奥
村
は
二
人
で
制
作
し
た
測
量

器
具
「
経
緯
儀
」
を
持
参
し
ま
し
た
。
鳥
居
耀
蔵
と
平
行
し
て
江
戸
湾
見
分
を
命
じ
ら

れ
た
江
川
太
郎
左
衛
門
が
、
崋
山
に
測
量
技
術
者
の
推
薦
を
依
頼
し
、
内
田
と
奥
村
喜

三
郎
を
推
挙
し
た
の
が
天
保
九
年
十
二
月
、
最
初
は
勘
定
奉
行
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
後
、
水
野
忠
邦
の
名
で
参
加
を
認
め
ら
れ
江
戸
を
出
発
し
ま
し
た
が
、

鳥
居
の
理
不
尽
な
抗
議
に
よ
り
奥
村
は
途
中
か
ら
帰
さ
れ
て
い
ま
す
。
奥
村
の
『
量
地

弧
度
算
法
』（
天
保
七
年
）
に
内
田
の
序
文
が
あ
り
ま
す
。『
算
法
地
方
大
成
斥
非
問
答
』

(

天
保
八
年
、
こ
の
書
は
秋
田
義
一
の
『
算
法
地
方
大
成
』
を
非
難
し
た
も
の
と
い
わ
れ

ま
す
）、『
経
緯
儀
用
法
図
説
』（
天
保
九
年
）、『
廻
船
宝
富
久
呂
』(

天
保
十
年)

、『
算
学

必
究
』(

天
保
十
二
年
）
な
ど
の
著
書
が
あ
り
ま
す
。

小
林
惟
孝
（
一
八
〇
四
～
八
七
）
は
通
称
嘉
四
郎
、
あ
る
い
は
祐
吉
（
祐
介
と
も
）。
百
哺
、
牙
籌
堂
と
号
す
。
直
江
津
今

こ
れ
た
か

ひ
ゃ
っ
ぽ

が
ち
ゅ
う
ど
う

町
の
人
で
、
内
田
に
数
学
を
学
び
、
暦
術
を
小
出
兼
政
に
学
ん
で
い
ま
す
。
三
度
京
都
に
出
て
算
学
、
測
量
、
陰
陽
暦
法
を
学

び
高
田
藩
の
台
場
設
置
の
測
量
、
設
計
を
行
な
う
。
土
御
門
家
か
ら
は
奥
義
秘
伝
免
状
を
受
け
た
と
い
い
ま
す
。
牙
籌
堂
と
い

う
塾
を
開
い
て
多
く
の
門
人
を
育
て
ま
し
た
。
長
州
征
討
・
戊
辰
戦
争
に
従
軍
し
、
そ
の
功
に
よ
り
苗
字
帯
刀
・
三
人
扶
持
大

年
寄
格
待
遇
を
受
け
、
さ
ら
に
高
百
石
を
給
せ
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

長
英
を
匿
っ
た
の
は
内
田
と
の
関
係
が
あ
っ
た
か
ら
で
、
内
田
か
ら
す
れ
ば
信
用
に
足
る
人
物
と
評
価
し
て
の
こ
と
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

花
香
安
精
（
一
七
八
三
～
一
八
四
二
）
は
下
総
香
取
郡
関
戸
村
（
旧
万
歳
村
、
現
旭
市
）
の
名
主
で
、
藤
田
嘉
言
及
び
内
田

弥
太
郎
の
門
人
で
し
た
。
安
精
は
文
化
七
年
香
取
神
宮
に
算
額
を
奉
納
し
て
い
ま
す
（『
賽
祠
神
算
』）。
ま
た
、
文
化
十
三
年
に

は
関
流
天
竄
法
三
冊
を
著
し
て
い
ま
す
（
三
上
義
夫
の
「
房
総
数
学
年
表
」）。
さ
ら
に
文
政
十
三
年
に
は
安
精
の
門
人
が
岩
井

不
動
へ
算
額
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。
因
み
に
千
葉
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
房
総
数
学
文
庫
」
は
、
安
精
と
そ
の
一

門
が
収
集
し
た
和
算
関
係
の
叢
書
で
す
。

こ
の
安
精
の
子
（
養
子
と
も
）
が
花
香
恭
法
で
長
英
の
門
人
で
し
た
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
長
英
は
一
時
、
恭
法
の
も
と

に
行
っ
た
（
逃
れ
た
）
の
で
し
ょ
う
。
長
英
は
蘭
仏
辞
典
な
ど
を
質
に
し
、
五
両
の
金
を
借
り
て
江
戸
に
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。

な
お
、
後
述
の
剣
持
章
行
は
天
保
十
年
十
月
に
下
総
に
遊
歴
教
授
を
始
め
た
と
き
に
、
花
香
氏
に
「
止
宿
」
し
て
い
ま
す
（
十

一
月
廿
日
と
十
二
月
四
日
、『
和
算
家
剣
持
章
行
の
遊
歴
日
記
』（
大
竹
茂
雄
））。
恐
ら
く
安
精
と
五
月
の
「
蛮
社
の
獄
」
が
話

題
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
そ
の
後
も
天
保
十
三
年
八
月
、
十
四
年
七
月
、
十
五
年
七
月
に
も
花
香
氏
に
止
宿
し
て
い

ま
す
。
安
精
は
天
保
十
三
年
五
月
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
恭
法
と
の
付
き
合
い
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

林
八
千
雄
（
藤
林
八
千
雄
）（
一
八
二
四
～
七
六
）
は
高
田
藩
の
御
殿
医
の
四
男
の
生
ま
れ
。
初
め
小
林
百
哺
に
学
び
弘
化
四

年
算
法
の
奥
義
免
許
を
受
け
ま
す
。
嘉
永
元
年
脱
藩
し
て
京
都
に
福
田
理
軒
を
訪
ね
て
い
ま
す
。
理
軒
は
八
千
雄
に
三
日
間
に

亘
っ
て
試
問
を
行
っ
た
と
い
い
ま
す
が
八
千
雄
は
試
問
に
悉
く
答
え
、
理
軒
を
し
て
「
予
ニ
於
イ
テ
教
ユ
ル
所
ナ
シ
、
海
内
唯
、

内
田
弥
太
郎
ア
ル
ノ
ミ
」
と
八
千
雄
の
習
学
を
称
え
、「
弥
太
郎
氏
ハ
蘭
学
ヲ
極
メ
テ
仰
ク
ベ
キ
モ
ノ
ア
リ
、
宜
シ
ク
就
イ
テ
研

究
ス
ヘ
シ
ト
」
と
内
田
へ
の
推
挙
の
労
を
と
っ
て
く
れ
た
と
い
い
ま
す
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
林
八
千
雄
は
、
幕
末
の
隠
れ
た
志

士
！
」
よ
り
）。

林
八
千
雄
と
い
う
名
は
和
算
関
係
の
本
に
は
全
く
出
て
来
ず
、
和
算
家
と
し
て
ど
の
よ
う
な
実
績
が
あ
る
の
か
不
明
で
す
が
、

奥村喜三郎の『量地弧度算法』（東北大）

長英逃亡と和算家
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こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
に
よ
れ
ば
後
述
の
よ
う
に
、
内
田
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
ま
す
。

六
、
そ
の
他
の
和
算
家
（
二
）

剣
持
章
行
（
一
七
九
〇
～
一
八
七
一
）
は
上
州
沢
渡
の
農
家
の
出
。
板
鼻

の
小
野
栄
重
に
学
び
、
文
政
十
年
に
見
・
隠
・
伏
の
三
題
免
許
を
与
え
ら
れ

ま
し
た
。
章
行
三
十
七
歳
の
時
で
し
た
。

天
保
十
年
の
五
十
歳
の
時
、
内
田
の
「
瑪
得
瑪
弟
加
塾
」
に
入
門
し
ま
す
。

壮
年
の
頃
よ
り
両
毛
、
両
総
、
常
陸
、
武
蔵
の
各
地
を
遍
歴
し
て
子
弟
の
教

育
に
努
力
し
ま
し
た
。
特
に
、
常
総
に
は
多
く
の
子
弟
が
育
ち
、
剣
持
が
末

永
く
遊
歴
を
行
う
土
地
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
明
治
四
年
六
月
、
北
総
の
鏑

木
（
千
葉
県
旭
市
鏑
木
）
に
お
い
て
客
死
し
ま
し
た
。
級
数
、
不
定
方
程
式
、

定
積
分
表
な
ど
で
多
く
の
工
夫
を
こ
ら
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

著
書
に
、『
算
法
圓
理
冰
釈
上
下
二
巻
』（
天
保
八
年
序
、
本
書
の
扉
は
岩

井
重
遠
閲
、
山
口
言
信
著
と
な
っ
て
い
ま
す
が
実
際
の
著
者
は
剣
持
で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
）、『
探
賾
算
法
』（
天
保
十
一
年
序
）、

た
ん
さ
く

『
算
法
開
蘊
』
四
巻
（
嘉
永
元
年
序
）
等
の
刊
本
が
あ
り
、
他
に
問
題
の
解
義
書
や
草
稿
類
も
多
い
で
す
。

『
剣
持
章
行
と
旅
日
記
』（
高
橋
大
人
）
に
は
「
瑪
得
瑪
弟
加
塾
」
入
門
に
際
し
て
の
こ
と
が
概
略
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。

天
保
二
年
、
医
師
福
田
宗
禎
は
長
英
を
沢
渡
に
招
聘
し
て
蘭
学
の
教
え
を
請
う
た
。
こ
の
時
、
宗
禎
は
四
一
歳
、
長
英
は

二
八
歳
で
あ
っ
た
。
蘭
方
医
学
は
吾
妻
の
地
に
定
着
し
発
展
し
て
い
っ
た
。
福
田
宗
禎
の
も
と
に
は
柳
田
鼎
蔵
、
高
橋
元

貞
、
高
橋
景
作
、
望
月
俊
斎
な
ど
が
集
ま
り
、
蘭
方
医
学
の
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。
天
保
二
年
高
橋
景
作
は
江
戸
へ
出
て

長
英
の
大
観
堂
に
入
塾
し
た
。
隣
家
の
福
田
宗
禎
は
章
行
の
才
能
と
向
学
心
を
見
込
ん
で
出
府
を
進
め
た
。
天
保
十
年
五

月
初
旬
、
章
行
は
家
督
を
弟
貞
寿
に
譲
っ
て
江
戸
に
出
て
岩
井
重
遠
を
介
し
て
白
石
長
忠
に
入
門
し
た
。
こ
れ
に
は
、
沢

渡
村
が
文
政
七
年
か
ら
清
水
卿
の
知
行
地
と
な
り
、
白
石
が
清
水
卿
家
士
で
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。

そ
の
後
、
長
英
の
蘭
学
の
弟
子
で
和
算
家
で
あ
る
幕
府
伊
賀
者
内
田
弥
太
郎
五
観
の
瑪
得
瑪
弟
加
塾
に
入
門
。
内
田
へ
の

入
門
は
福
田
宗
禎
か
ら
長
英
を
介
し
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
五
月
十
四
日
に
は
「
蛮
社
の
獄
」
に
よ

り
、
渡
辺
崋
山
が
捕
え
ら
れ
、
一
旦
身
を
隠
し
た
長
英
も
十
八
日
に
は
北
町
奉
行
所
に
自
首
し
て
、
獄
に
繋
が
れ
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
長
英
の
身
辺
の
慌
た
だ
し
さ
の
中
で
、
果
た
し
て
章
行
の
瑪
得
瑪
弟
加
塾
入
門
の
橋
渡
し
が
で
き

た
も
の
だ
ろ
う
か
。

果
た
し
て
こ
れ
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
剣
持
の
「
旅
中
日
記
」
の
天
保
十
年
五
月
の
個
所
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
（『
和

算
家
剣
持
章
行
の
遊
歴
日
記
』（
大
竹
茂
雄
））。

三
日
白
石
氏
へ
出
、
金
百
疋
扇
子
一
対
代
百
廿
四
文
土
産

五
日
高
野
氏
へ
出
、
菓
子
料
金
壱
朱
進
上
、
江
戸
住
居
い
た
し
度
旨
咄
し
い
た
し
候
処
、
高
野
氏
よ
り
内
田
氏
へ
書
状
遣

シ
呉
レ
候
而
、
内
田
ニ
先
者
住
居
之
筈
ニ
相
成
、
其
次
日
邑
楽
屋
帰
り
宿
代
勘
定
い
た
し
内
田
へ
引
越
シ
申
候

（
こ
の
後
は
何
故
か
九
月
廿
四
日
に
な
っ
て
い
ま
す
）

さ
ら
に
続
け
て
『
剣
持
章
行
と
旅
日
記
』
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

剣持章行先生碑（千葉県旭市鏑木）
（2015年9月）

長英逃亡と和算家
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瑪
得
瑪
弟
加
塾
で
の
修
学
中
の
様
子
を
示
す
福
田
宗
禎
か
ら
剣
持
宛
の
書
簡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
蛮
社
の
獄
後
の
五
月
晦

日
、
長
英
等
の
様
子
を
福
田
宗
禎
に
知
ら
せ
た
書
状
に
対
し
、
福
田
か
ら
剣
持
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。

五
月
晦
日
之
御
簡
六
月
十
日
達
し
、
御
出
府
御
平
安
之
趣
承
知
仕
候
、
大
慶
不
斜
候
、
平
年
ゟ
ハ
暑
気
も
酷
敷
殊
ニ
久
敷

降
雨
も
無
之
候
、
嘸
々
御
府
内
ハ
厳
敷
暑
気
と
奉
察
候
、
御
保
護
専
一
ニ
奉
存
候
、
御
家
内
一
統
無
事
ニ
御
座
候
、
御
降

心
可
被
下
候
、
此
節
ハ
内
田
氏
ニ
御
寄
宿
之
由
、
承
知
仕
候
、
高
野
一
条
被
仰
聞
候
、
其
前
い
せ
町
秀
造
帰
府
崋
山
、
高

野
子
之
事
件

承
知
罷
有
候
、
扨
々
高
野
子
薄
命
之
人
ニ
御
座
候
、
可
哀
事
ニ
候
、
全
体
高
野
子
外
国
之
事
を
言
出
候
て

毎
度
噪
々
敷
候
故
、
前
年
度
々
異
見
支
加
へ
候
得
共
、
不
取
用
、
此
度
困
厄
ニ
及
候
趣
き
、
自
ら
招
き
候
禍
ニ
御
座
候
、

讒
者
之
口
も
可
止
候
得
共
、
平
素
外
寇
等
之
事
も
言
出
、
自
も
驚
き
人
を
も
愕
然
為
致
候
狂
噪
家
故
拙
老
ゟ
毎
時
諫
言
相

加
候
事
ニ
御
座
候
、
ヶ
様
成
行
候
事
可
羅
罹
侗
事
ニ
御
座
候
、
慎
而
自
己
之
医
事
而
巳
精
究
候
ハ
ヾ
、
何
ぞ
入
牢
之
患
可

有
之
哉
、
医
事
ニ
も
不
関
係
夢
物
語
な
ど
、
編
出
シ
、
ヶ
様
御
上
ゟ
疑
を
蒙
り
候
事
、
多
言
多
負
之
語
を
不
守
故
ニ
候
、

内
田
君
ハ
高
野
氏
と
交
り
候
人
々
之
間
、
追
々
高
野
之
様
子
も
相
分
り
可
申
候
間
、
御
聞
被
遊
候
て
御
し
ら
せ
可
被
下
奉

希
上
候
、
大
兄
御
出
都
ニ
候
て
ハ
先
退
屈
無
之
、
御
精
研
被
遊
候
て
交
遊
之
中
人
物
を
撰
ミ
信
義
を
御
尽
シ
御
交
り
可
被

成
候
、
必
其
中
ニ
ハ
有
益
之
人
可
有
之
候
、
先
急
ニ
事
を
不
求
方
宜
敷
可
有
之
候
、
大
器
晩
成
之
語
、
御
互
ニ
可
被
成
候
、

何
事
も
後
音
縷
々
可
申
上
候
、
時
下
御
保
愛
専
一
ニ
奉
存
候
、
章
斎
ゟ
も
宜
敷
御
致
音
申
上
度
申
上
候
、

早
々
頓
首

六
月
十
九
日

浩
斎

宣

剣
持
要
七
雅
兄

坐
下

こ
の
書
状
に
よ
れ
ば
「
高
野
子
薄
命
之
人
ニ
御
座
候
、
可
哀
事
ニ
候
」
と
哀
れ
み
を
以
て
書
い
て
い
ま
す
。
ま
た
「
前
年
度

々
異
見
支
加
へ
候
得
共
、
不
取
用
」
と
も
あ
り
、「
此
度
困
厄
ニ
及
候
趣
き
、
自
ら
招
き
候
禍
ニ
御
座
候
」、「
医
事
ニ
も
不
関
係

夢
物
語
な
ど
編
出
シ
、
ヶ
様
御
上
ゟ
疑
を
蒙
り
候
事
、
多
言
多
負
之
語
を
不
守
故
ニ
候
」
と
言
い
切
っ
て
い
る
な
ど
可
な
り
長

英
に
対
し
て
批
判
的
の
よ
う
で
す
。

な
お
、
因
み
に
剣
持
の
北
武
蔵
周
辺
の
門
人
に
は
、
戸
根
木
格
斎
（
熊
谷
）、
明
野
栄
章
（
熊
谷
）、
金
井
稠
共
（
本
庄
）、
船

戸
吾
兵
衛
（
嵐
山
）、
内
田
祐
五
郎
（
嵐
山
）
ら
が
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
内
、
金
井
は
天
保
年
間
に
剣
持
か
ら
教
え
を
受
け
て
お

り
、
蛮
社
の
獄
に
つ
い
て
話
を
聞
い
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
他
の
門
人
達
が
剣
持
か
ら
教
え
を
受
け
た
の
は
少
し
時
代
を

下
っ
た
頃
で
す
。

七
、
意
外
な
人
間
関
係

蛮
社
の
獄
と
長
英
逃
亡
を
調
べ
て
行
く
と
、
意
外
な
人
間
関
係
に
驚
き
ま
す
。
歴
史
は
決
し
て
一
面
的
で
は
な
い
の
で
す
。

そ
の
例
を
次
に
挙
げ
ま
す
。

①
内
田
弥
太
郎
は
長
英
の
長
女
「
も
と
」
を
養
女
と
し
て
い
ま
し
た
。
長
英
の
死
亡
し
た
後
、「
も
と
」
は
ど
う
な
っ
た
の
か
、

内
田
は
ど
う
行
動
し
た
の
か
、
そ
の
資
料
は
な
く
不
明
で
す
。
不
思
議
で
す
。

②
老
中
水
野
忠
邦
が
江
戸
湾
防
備
の
た
め
に
、
江
川
太
郎
左
衛
門
と
鳥
居
耀
蔵
に
調
査
を
命
じ
ま
し
た
。
江
川
側
の
測
量
技

師
は
内
田
弥
太
郎
で
、
鳥
居
側
の
測
量
技
師
は
小
笠
原
貢
蔵
で
し
た
。
そ
の
貢
蔵
の
養
子
甫
三
郎
は
内
田
弥
太
郎
・
奥
村
喜
三

郎
に
師
事
し
て
蘭
学
を
学
ん
で
い
ま
す
し
、
佐
久
間
象
山
と
交
流
し
て
い
ま
す
（
横
浜
開
港
資
料
館
）。

そ
し
て
、
そ
の
甫
三
郎
は
、
江
川
側
測
量
技
師
と
し
て
参
加
し
よ
う
と
し
た
時
に
鳥
居
耀
蔵
の
ク
レ
ー
ム
に
よ
り
帰
府
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
奥
村
喜
三
郎
の
甥
に
あ
た
り
ま
す
。
甫
三
郎
が
貢
蔵
の
養
子
に
な
っ
た
の
は
天
保
十
三
年
で
、
家
督
相
続
は
弘

化
三
年
の
こ
と
で
し
た
。

③
蛮
社
の
獄
の
摘
発
役
人
の
小
笠
原
貢
蔵
の
養
女
と
花
井
虎
一
は
縁
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
貢
蔵
と
虎
一
は
親
子
に

長英逃亡と和算家
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な
っ
て
い
ま
す
（
天
保
十
三
年
）。
花
井
虎
一
は
宇
多
川
熔
庵
に
蘭
学
を
学
ぶ
し
、
崋
山
と
も
交
遊
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
虎
一
は

事
実
無
根
の
「
無
人
島
渡
航
計
画
」
を
で
っ
ち
上
げ
、
い
わ
ば
密
告
の
よ
う
な
形
で
崋
山
は
逮
捕
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
町
奉
行

の
大
草
高
好
は
訊
問
の
際
、
崋
山
に
、「
そ
の
方
、
意
趣
遺
恨
に
て
も
受
け
候
者
こ
れ
あ
り
や
」
と
問
う
て
い
ま
す
。
奉
行
大
草

高
好
は
ね
つ
造
を
感
じ
取
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

④
林
八
千
雄
は
福
田
理
軒
の
紹
介
で
内
田
弥
太
郎
の
門
弟
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
八
千
雄
は
内
田
の
女
婿
に
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
内
田
の
娘
と
結
婚
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
子
供
は
「
藤
」
と
い
う
名
で
し
た
。
八
千
雄
が
弥
太
郎
の
娘
と
別
離
す
る

と
き
、
内
田
は
「
藤
ハ
余
ノ
膝
下
ニ
オ
イ
テ
育
セ
ン
ト
熟
規
庭
訓
如
何
ト
モ
ス
ル
ヲ
不
能
、
生
子
ハ
過
慮
ス
ル
勿
レ
」
と
八
千

雄
に
云
い
、
互
い
に
涙
に
咽
ん
で
別
れ
た
。
そ
し
て
、
内
田
の
推
挙
で
こ
の
後
、
八
千
雄
は
大
塚
同
庵
の
門
弟
と
な
り
ま
す
。（
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
「
林
八
千
雄
は
、
幕
末
の
隠
れ
た
志
士
！
」
よ
り
）

意
外
な
人
間
関
係
が
続
く
の
で
す
。

八
、
再
び
内
田
弥
太
郎

既
述
の
よ
う
に
、
長
英
の
逃
亡
を
手
助
け
し
た
内
田
弥
太
郎
の
咎
め
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
何
故
処
分
が
な
か
っ
た
の
か

謎
で
す
が
、
次
の
よ
う
な
資
料
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

①
既
述
の
林
八
千
雄
に
つ
い
て
述
べ
た
資
料
に
は
、
継
嗣
の
桑
原
雄
造
に
長
英
死
亡
の
時
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
書
き
残
し

た
と
あ
り
ま
す
。

「
長
英
自
刃
ヲ
聞
ク
有
リ
先
生
落
胆

始
テ
其
ノ
実
ヲ
明
ス

三
伯
ハ
長
英
ナ
リ
今
潜
匿
発
覚
ス
」
と
書
き
、
更
に
、「
予
子

弟
ノ
因
止
ヲ
得
ス
ト
雖
モ
隠
匿
ノ
罪
遁
ヘ
カ
ラ
ス
」、「「
塾
生
聞
皆
逃
去
ス
百
郎
一
人
止
テ
保
護
シ
訟
廷
ノ
事
一
切
引
負
師
ハ
疾

病
起
能
ハ
ス
ニ
テ
代
出
ス
」
と
続
き
ま
す
。

八
千
雄
は
、
心
労
の
余
り
病
に
伏
し
た
師
の
危
機
を
救
う
べ
く
、
師
に
代
わ
っ
て
訟
廷
に
出
頭
し
て
奔
走
し
ま
し
た
。
奔
走

の
効
あ
っ
て
師
の
取
調
べ
を
回
避
し
て
内
田
弥
太
郎
の
罪
は
閉
門
百
日
と
い
う
軽
い
処
罰
で
済
ん
だ
と
い
う
の
で
す
。
林
八
千

雄
、
二
十
六
歳
の
時
で
す
（
因
み
に
内
田
は
四
十
五
歳
で
し
た
）。

ま
た
、
八
千
雄
は
「
門
弟
は
皆
、
関
わ
り
恐
れ
て
逃
げ
去
っ
た
が
、
百
郎
（
八
千
雄
）
が
一
人
止
ま
っ
て
病
気
の
師
を
保
護

し
、
訟
延
の
こ
と
一
切
を
処
理
し
て
こ
れ
を
解
決
し
た
」
と
書
き
残
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

こ
こ
に
は
、「
師
に
代
わ
っ
て
訟
廷
に
出
頭
し
て
奔
走
し
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
二
十
六
歳
の
若
さ
で
ど
の
様
に
活
動
、
弁
術

し
た
の
か
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
に
よ
る
効
果
で
咎
め
が
な
か
っ
た
の
か
は
不
明
で
も
あ
り
ま
す
。

「
八
千
雄
は
内
田
を
救
う
た
め
に
榊
原
藩
（
高
田
藩
）
を
説
得
し
て
幕
府
の
上
層
部
、
担
当
者
を
動
か
し
た
の
で
は
な
い
か
」、

「
内
田
弥
太
郎
が
伊
賀
者
同
心
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
そ
の
追
求
の
厳
し
さ
を
免
れ
る
要
因
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
こ
の

資
料
は
い
う
の
で
す
が･･･

。

②
『
文
明
開
化
の
数
学
と
物
理
』（
蟹
江
幸
博
・
並
木
雅
俊
著
）
に
は
、
内
田
が
咎
め
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
に
関
し
て
、「
長

英
の
長
女
を
養
女
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
し
て
も
不
思
議
で
あ
る
。
大
久
保
一
翁

や
崋
山
と
も
親
し
か
っ
た
川
路
聖
謨
や
江
川
英
龍
な
ど
の
幕
府
開
明
派
か
ら
の
信

頼
が
厚
か
っ
た
お
か
げ
な
の
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

な
お
、
内
田
が
明
治
政
府
の
星
学
局
御
用
係
に
採
用
さ
れ
た
時
の
「
拝
命
之
記
」

（
明
治
四
年
正
月
、
国
立
天
文
台
所
蔵
）
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

旧
幕
府
之
節
家
督
後
天
保
十
年
己
亥
正
月
相
豆
房
総
四
箇
國

要
地
巡
察
并
測
量
勤
仕
嘉
永
元
年
戊
申
四
月
ヨ
リ
毎
年
夏
相
州

長英逃亡と和算家
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- 8/8 -

浦
賀
詰
西
洋
砲
術
取
建
并
海
岸
切
處
測
量
心
得
異
舩
渡
来

之
節
萬
端
可
致
取
扱
旨
勤
仕
安
政
三
年
丙
辰
十
一
月
大
日
本

総
國
御
軍
制
改
正
調
相
勤
申
候

嘉
永
元
年
よ
り
毎
年
「
相
州
浦
賀
詰
」
と
あ
り
ま
す
が
、
長
英
死
亡
で
幕
府
の
職
を
辞
し
て
い
る
と
の
資
料
も
あ
り
ま
す
か

ら
そ
れ
に
従
え
ば
、
改
め
て
安
政
三
年
に
「
御
軍
制
改
正
調
相
勤
」
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
長
英
死
亡
か
ら
六
年

後
の
こ
と
で
あ
り
、
長
英
逃
亡
の
責
任
は
や
は
り
問
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
な
か
な
か
複
雑
で
す
。（
年
表
省
略
）
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献
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長英逃亡と和算家


